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発光ダイオード(LED)と赤、緑、青の蛍光体を組み合わせた白色 LED は省電力、長寿命などの

特徴を持つことから、蛍光灯に取って代わる次世代照明として期待されている。特に緑色蛍光体

Ba3Si6O12N2:Eu2+(BSON)は他の蛍光体に比べて化学的安定性および色純度が高いことから、ディス

プレイ用白色 LED 用の新規材料として期待されている。アルカリ土類金属元素を含む蛍光体はそ

の一部を置換することにより、発光波長や発光効率を変化させることができる。BSON における

例としては、Ba2+の代わりに Sr2+を置換した(Ba3-x,Srx)Si6O12N2:Eu2+が報告[1]されており、YAG 蛍光

体以上の発光効率で黄色発光を示している。しかしながら BSON 中に Ca2+を置換した報告例はま

だなく、どのような特性の変化を示すかは明らかになっていない。そこで、本研究では BSON 中

に Ca2+を置換した蛍光体を合成し、その光学特性と結晶構造の評価を行った。 

出発原料である BaCO3、CaCO3、Si3N4、SiO2、Eu2O3を乳鉢に入れ、エタノールを 10ml 加えた

後 30 分間粉砕・混合した。乾燥し得られた粉末をペレット成型した後アルミナボートに乗せ、窒

素雰囲気下で 1180℃、8 時間の加熱を行うことで BSON を得た。なお、Ba2+に対する Ca2+の割合

は 0～30％の範囲で 5％ずつ変動させた。 

XRD の測定結果より、Ca2+濃度に比例して d 値が低下していることから、確かに BSON 結晶構

造中に Ca2+が置換されていることが分かった(Fig.1)。また、Ca2+濃度が増加するに比例して、発光

ピークは長波長にシフトする傾向が見られた。発光強度および外部量子収率は Ca2+濃度が 5％の

際に最大となった(Fig.2)。現在 0～10％の範囲で 1％ずつ変動させた BSON を合成しており、今後

は Ca2+濃度と発光強度の関係性を明らかにする予定である。 

[1] W.Schnick et al., Chem. Eur. J. 2010, 16, 9646–9657 

 

Fig.1 d 値と Ca2+濃度            Fig.2 発光強度と Ca2+濃度 
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